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１．目的

森林生態系の炭素収支に関する科学的・社会的要請を背景に、森林生態系炭素収

2 2支を評価するため、微気象学的な フラックス観測、生態系構成要素の個別CO CO
フラックス観測、生態系成長量調査などの複数の手法を適用し、観測データを蓄積

する。観測データにもとづき炭素収支に関するモデルのパラメタリゼーションを高

度化し、これらを総合化して多様な森林生態系の炭素収支量を高精度に評価可能と

する。

２．当年度研究成果の概要

タワーフラックス・微気象観測を継続しデータを蓄積するとともに、データの選

択、精度管理、データ補完法の検討を行い、より精度の高い生態系純生産量を得る

CO2見通しが得られた。タワーフラックス観測サイトにおいて、樹体の吸収・放出

フラックス観測を継続し、一部を自動連続測定化して、樹体の光合成・呼吸特性に

関するデータを得た。また、各サイトにおける土壌呼吸量の連続測定と空間分布に

関するデータが蓄積された。これらデータにより、群落多層モデルに導入される群

落内要素のパラメタリゼーションが開始された。最終年度に向けて、群落多層モデ

ルによるパラメタリゼーションの検証および総合的解析を行うための、具体的なデ

ータ収集に関する検討を行った。
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５．評価結果の概要

継続して信頼性の高いフラックス観測データを着実に蓄積していることは、その

こと自体が高く評価される。また、サイトを共有して異なる手法での炭素収支を測

定するプロジェクトが、各担当課題が連携しながら順調に実行されており、評価で

きる。複雑地形でのフラックス観測でのデータの補完や、土壌呼吸速度の面的な不

均一さの扱いなど、今後改善・検討が必要な事項はあるが、当初の目標は十分に達

成できると思われる。

本プロジェクトは、森林生態系の炭素固定・貯留機能の測定方法に科学的根拠を

与えるものであり、京都議定書対応としても重要なテーマを扱っている。様々な機

、 。会や手段を利用して より一層国際的に研究成果をアピールされることを期待する

６．評価において改善を指摘された事項への対応

データの蓄積と並行してデータの品質管理を徹底し、より精度の高い観測データ

を整備する。課題となっている夜間のフラックス評価法、空間分布を考慮した土壌

呼吸量の推定法などに関する解析を進め、パラメタリゼーションを推進し、群落多

層モデルによるパラメタリゼーションの検証を行う。複数の手法間比較によって群

落純生産量の推定精度を高めるとともに、サイト横断的な比較から多様な森林生態

系の炭素吸収量と特性を明らかにする。

、 、 。成果は 学会発表に留まらず あらゆる機会を使ってアピールすることに努める


